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はじめに 現在，策者らは，閉鎖型苗生産システム（以下，閉鎖型システム）の開発およびそ
の利用に関する研究を行っている．ここで，閉鎖型システムとは，日射に不透明な断熱壁で囲
まれ，システム内外問のエネルギおよび物質輸送が抑制もしくは制御された空間内において，
人工光源を用いて苗を育成するシステムである．閉鎖型システムでは，苗が蒸発散した水を容
易に回収・再利用できることが予想され，それゆえ，温室などの開放型苗生産システム（以下，
開放型システム）と比べて，苗育成にかかわる水消費醤を削減できると考えられる．本実験で
は，ハクサイセル成型苗育成時における閉鎖型および開放型システムの水収支の実態を把握し，
両システムの水利用効率および苗育成にかかわる水消費量を比較した．
材料および方法 閉鎖型システムとして，大山ら (2000) と同じシステムを用いた．開放型シ
ステムとして，アクリル被覆の温室（茨城県固芸研究所内，南北棟）を用いた．両システム内
においてハクサイ (Brassicacampestris L. (pekinensis group)，品種：新理想）セル成型苗を育成
した．閉鎮型および開放型システムにおける試験期間および育成条件は，前報と同じである．
閉鎮型システムでは，底面より水を与え，かん水時に苗個体群から流出した水は回収・再利用
することを想定した．開放型システムでは，自走式噴霧装置 (AW50型，（樹誠和）を用いてか
ん水した．試験期間中，両システムにおいて， 1日あたりのかん水量（I) および苗個体群の蒸
発散童 (E)を測定した．閉鎖型システムでは，あわせて 1日あたりの除湿量 (D) も測定した．
試験終了時に，培地および苗の含水量（それぞれ， c.,およびら）を推定した．システムの水利
用効率（U) および苗育成にかかわる水消費量 (W) は， TableIのように定義した．
結果および考察 両システムにおける Iの経日変化を Fig.1に， Eの経日変化を Fig.2に，それ
ぞれ示す．開放型システムにおける Eの変動は，天候によるシステム内の環境要素，とくに短
波放射束が変動による．試験期間中の閉鎖型システムにおける I, Eおよび Dの積算値は，そ
れぞれ， 48.5, 39.9および 37.7kg m―2であった (Fig.3)．開放型システムにおける Iおよぴ E
の積算値は，それぞれ， I51.5および 40.9kg m-2であった．開放型システムにおける 1の積算値
とEの積算値との差 (110.6kg m'2) が閉鎖型システムのそれ (8.6kg m・2) の 13倍となったの
は，苗トレイ以外の場所への散水および培地からの流出した水を開放型システムにおいては回
収しなかったことによる．試験終了時の CPは，閉鎖型および開放型システムで，それぞれ 0.7
および 0.8kg 1記であった．試験終了時の閉鎖型および開放型システムにおける C.，は，それぞ
れ 10.1および 7.6kgm・2であった．閉鎖型および開放型システムの Uは，それぞれ 0.94および
0.07となった (Table2)．他方，閉鎖型および開放型システムの Wは，それぞれ I0.8および 151.5
kg m•2 となった． u は，試験終了時の c., およびらにより影響される．本実験条件下では，試
験終了時の両システムにおける C・,および CPは異なっていた． しかし， Iの値と比べて c.,およ
び CPの変化量は小さいために，開放型システムにおける c.,および Cpが閉鎖型システムのそれ
らと同じであったと仮定した場合の Uと上記の実験結果より推定した Uはほぼ同じとなる．
以上より，閉鎖型システムの水利用効率および苗育成にかかわる水消費董を，現状の苗生産
で用いられている温室のそれらと比較した結果， I) システムの水利用効率は 13倍となる， 2)
苗育成にかかわる水消費箭は I/I 5となる，ことが明らかになった．
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Table I. Equations used for estimating water utilization efficiency of the system (U) and amount ot' 
water consumption (W)， 
U= 
D+C+C,, 
I 
(]) w=I-D (2) 
c, : Water content of the transplants (kg m分
C, : Water content of the substrate (kg m -2 5 -- ） 
D : Amount of dehumidified water (kg 11・') 
I : Amount of in迦tedwater (kg l11•2) 
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(a) (b) 
Evapotranspiratjon 39.y
--~- --
Venulatlon 2-
Dehumidification 
37,7 I 
Water content of transplants:. 0.7 
Water content of substrate: 7.6 
Evapotranspirati!:)n 
40.9/へWatercontentof
L ___ transplants: 0.8 
Water content of 
substrate: I 0.1 
Outflow 
110.6 (Unit: kg 11・') 
Fig. 3 Water balances of(a) the closed-type and (b) the open→type transplant production systems. 
Th-e numbers indicate the cumulative amounts of water per tray area for 12 and 16 days, respectively. 
Irrigation 
151.5 
Ventilation 
40.9 
！ 
Table 2. Estimated waterutilizationefficie~ 
Closed-type transplant Open-type transplant 
production system production system 
0.94 0.07 
10.8 151.5 
Water utilization efficiency of the system (U) 
Amount of water consum~ 
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